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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月11日(2015.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記コネクタは、前記第１、第２コンタクトを前記第１方向に間隔をあけて保持した前
記ボディを更に備えた構成とすることが可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
【図１Ａ】本発明の実施例に係るコネクタの正面、平面及び右側面から表した斜視図であ
る。
【図１Ｂ】前記コネクタの背面、底面及び左側面から表した斜視図である。
【図２Ａ】前記コネクタの図１Ａ中の２Ａ－２Ａ断面図である。
【図２Ｂ】前記コネクタの図１Ａ中の２Ｂ－２Ｂ断面図である。
【図３Ａ】前記コネクタの図１Ａ中の３Ａ－３Ａ断面図である。
【図３Ｂ】前記コネクタの図１Ａ中の３Ｂ－３Ｂ断面図である。
【図４Ａ】前記コネクタのカバー及び第１、第２ストッパの正面、平面及び右側面から表
した斜視図である。
【図４Ｂ】前記コネクタのカバー及び第１、第２ストッパの背面、底面及び左側面から表
した斜視図である。
【図５Ａ】前記コネクタの第１～第６コンタクトの正面、平面及び右側面から表した斜視
図である。
【図５Ｂ】前記コネクタの第１～第６コンタクトの背面、底面及び左側面から表した斜視
図である。
【図６Ａ】前記コネクタの図１Ａ中の２Ａ－２Ａ断面図であって、プラグが挿入された状
態を示す図である。
【図６Ｂ】前記コネクタの図１Ａ中の２Ｂ－２Ｂ断面図であって、プラグが挿入された状
態を示す図である。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　以下、本発明の実施例に係るコネクタＣについて図１Ａ～図６Ｂを参照しつつ説明する
。図１Ａ及び図１Ｂに示すコネクタＣは、プラグＰ（図６Ａ及び図６Ｂ参照）が接続可能
な多極ジャックである。コネクタＣは、図２Ａ～図３Ｂに示すように、ボディ１００と、
第１コンタクト２００ａと、第２コンタクト２００ｂと、第３コンタクト２００ｃと、第
４コンタクト２００ｄと、第５コンタクト２００ｅと、第６コンタクト２００ｆと、第１
、第２ストッパ３００ａ、３００ｂと、カバー４００と、シール部５００とを備えている
。以下、コネクタＣの各構成要素について詳しく説明する。なお、図２Ａ～図２Ｂに示す
第１方向Ｘは、コネクタＣの幅方向である。図２Ａ及び図３Ａ～図３Ｂに示す第２方向Ｙ
は、コネクタＣの長さ方向である。図２Ａ及び図３Ａ～図３Ｂに示す第３方向Ｚは、コネ
クタＣの高さ方向である。第２方向Ｙは第１方向Ｘに、第３方向Ｚは第１方向Ｘ及び第２
方向Ｙに直交している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　固着部２１０ｂは、図２Ａ及び図５Ａ～図５Ｂに示すように、第２方向Ｙに延びた板で
あって、第２方向Ｙの第１、第２端（前端、後端）を有している。接点部２２０ｂは、固
着部２１０ｂの第１端に連接され且つ第１方向Ｘの一方側に傾斜しつつ第２方向Ｙの一方
側（前側）に延びた板である。接点部２２０ｂは、第１方向Ｘの他方側に弾性変形可能で
ある。接点部２２０ｂの先端部は、第１方向Ｘの一方側に円弧状に湾曲している。テール
部２３０ｂは、固着部２１０ｂの第２端の下部に連接された略Ｌ字状の板である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　固着部２１０ｃは、図２Ａ及び図５Ａ～図５Ｂに示すように、第２方向Ｙに延びた板で
あって、第２方向Ｙの第１、第２端（前端、後端）を有している。固着部２１０ｃの第２
方向Ｙの寸法は、固着部２１０ｂの第２方向Ｙの寸法よりも大きい。接点部２２０ｃは、
固着部２１０ｃの第１端に連接され且つ第１方向Ｘの一方側に傾斜しつつ第２方向Ｙの一
方側（前側）に延びた板である。接点部２２０ｃの第２方向Ｙの寸法が接点部２２０ｂの
第２方向Ｙの寸法よりも大きい。接点部２２０ｃは、第１方向Ｘの他方側に弾性変形可能
である。接点部２２０ｃの先端部は、第１方向Ｘの一方側に円弧状に湾曲している。テー
ル部２３０ｃは、固着部２１０ｃの第２端の下部に連接された略Ｌ字状の板である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　収容溝１５６は、図２Ａ及び図２Ｂに示すように、ボディ１００の収容溝１５５より第
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１方向Ｘの一方側の部分に間隔をあけて設けられている。収容溝１５６は、第２方向Ｙに
延びており且つ収容溝１５５に連通している。収容溝１５６の第２方向Ｙの寸法は、第６
コンタクト２００ｆの固着部２１０ｆの第２方向Ｙの寸法よりも若干大きい。収容溝１５
６の第３方向Ｚの寸法は、第６コンタクト２００ｆの固着部２１０ｆの第３方向Ｚの寸法
よりも若干小さい。固着部２１０ｆが収容溝１５６に圧入保持されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　基部３１０ｂは、カバー本体４１０に一体的に接続されており且つ第４、第５コンタク
ト２００ｄ、２００ｅの固着部２１０ｄ、２１０ｅの間に介在している。すなわち、基部
３１０ｂは、第４、第５コンタクト２００ｄ、２００ｅの固着部２１０ｄ、２１０ｅに接
触している。当接部３２０ｂは基部３１０ｂから第２方向Ｙの一方側に延びており、第４
コンタクト２００ｄの接点部２２０ｄの弾性変形方向側に当該接点部２２０ｄの先端部に
当接可能に配置されている。具体的には、当接部３２０ｂは、固着部２１０ｄの孔２１１
ｄを通じて、接点部２２０ｄの先端部に対向配置されている。当接部３２０ｂの第１方向
Ｘの寸法と、基部３１０ｂの第１方向の寸法とが相違している。本実施例では、当接部３
２０ｂの第１方向Ｘの寸法が基部３１０ｂの第１方向の寸法よりも小さい。これにより、
接点部２２０ｄの先端部の変位範囲（図２Ａに示す初期位置から当接部３２０ｂに当接す
る当接位置までの範囲）が設定されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　プラグＰの図示しない第２電極が第２コンタクト２００ｂの接点部２２０ｂの先端部に
弾性接触する。これにより、第２コンタクト２００ｂの接点部２２０ｂが、プラグＰの第
２電極に押圧され、第１方向Ｘの他方側に弾性変形し、当該接点部２２０ｂの先端部が第
１方向Ｘの他方側に変位する。プラグの図示しない第３電極が、第３コンタクト２００ｃ
の接点部２２０ｃの先端部と、第５コンタクト２００ｅの接点部２２０ｅの先端部との間
に挿入される。これにより、第３コンタクト２００ｃの接点部２２０ｃが、プラグＰの第
３電極に押圧され、第１方向Ｘの他方側に弾性変形し、当該接点部２２０ｃの先端部が第
１方向Ｘの他方側に変位する。第５コンタクト２００ｅの接点部２２０ｅが、プラグＰの
第３電極に押圧され、第１方向Ｘの一方側に弾性変形し、当該接点部２２０ｅの先端部が
第１方向Ｘの一方側に変位する。プラグＰの図示しないアース電極が、第６コンタクト３
００ｆの接点部３２０ｆに弾性的に接触する。これにより、第６コンタクト２００ｆの接
点部２２０ｆが、プラグＰのアース電極に押圧され、第１方向Ｘの一方側に弾性変形し、
当該接点部２２０ｆの先端部が第１方向Ｘの一方側に変位する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　上記したコネクタＣによる場合、第１、第４コンタクト２００ａ、２００ｄの接点部２
２０ａ、２２０ｄが第１、第２ストッパ３００ａ、３００ｂに当接することによって、接
点部２２０ａ、２２０ｄの所定の変位範囲を越える変位が防止される。よって、接点部２
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２０ａ、２２０ｄの塑性変形を抑制することができる。しかも、第１ストッパ３００ａは
、第１、第２コンタクト２００ａ、２００ｂ間に介在している。第２ストッパ３００ｂは
、第４、第５コンタクト２００ｄ、２００ｅ間に介在している。よって、コネクタＣが第
１、第２ストッパ３００ａ、３００ｂを備えることによって、大型化するのを抑制するこ
とができる。また、第１ストッパ３００ａは絶縁樹脂で構成されているため、第１、第２
コンタクト２００ａ、２００ｂ間に介在しても、第１、第２コンタクト２００ａ、２００
ｂが電気的に接続されるのを防止することができる。第２ストッパ３００ｂは絶縁樹脂で
構成されているため、第４、第５コンタクト２００ｄ、２００ｅ間に介在しても、第４、
第５コンタクト２００ｄ、２００ｅが電気的に接続されるのを防止することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　上記実施例及び上述した設計変形例では、第１ストッパ３００ａは、カバー４００に一
体的に設けられているとした。しかし、第１ストッパは、カバーと別体とすることが可能
である。この第１ストッパは、第１、第２コンタクト間に直接挟持されることにより、位
置決め保持される構成とすることが可能である。また、第１ストッパがカバーの接続穴に
接続される構成とすることが可能である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　なお、上記実施例では、コネクタの各部を構成する素材、形状、寸法、数及び配置等は
その一例を説明したものであって、同様の機能を実現し得る限り任意に設計変更すること
が可能である。上記実施例では、コネクタＣはジャックであるとしたが、ジャック以外の
コネクタ（例えば、ＵＳＢコネクタ、ＨＤＭＩ（登録商標）コネクタ、光コネクタ、ＩＣ
カードコネクタ等）に適応可能である。なお、上記実施例では、第１方向ＸはコネクタＣ
の幅方向、第２方向ＹはコネクタＣの長さ方向、第３方向ＺはコネクタＣの高さ方向であ
るとした。しかし、第１、第２、第３方向は、任意に設定することが可能である。例えば
、第１方向をコネクタの高さ方向とし、第２方向をコネクタの長さ方向とし、第３方向を
コネクタの幅方向とすることが可能である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１コンタクトと、
　前記第１コンタクトの第１方向に間隔をあけて配置された第２コンタクトと、
　絶縁性を有する第１ストッパとを備えており、
　前記第１コンタクトは、前記第２コンタクト側に弾性変形可能な接点部を有しており、
　前記第１ストッパは、前記第１、第２コンタクト間に介在しており且つ前記接点部の弾
性変形方向側に当該接点部に当接可能に配置されているコネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
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　前記第１ストッパは、前記第１、第２コンタクト間に介在した基部と、
　　前記基部に連接されており且つ前記接点部の弾性変形方向側に当該接点部に当接可能
に配置された当接部とを有しており、
　　前記当接部の前記第１方向の寸法と前記基部の前記第１方向の寸法とが相違している
コネクタ。
【請求項３】
　請求項１～２の何れかに記載のコネクタにおいて、
　前記第１、第２コンタクトを前記第１方向に間隔をあけて保持したボディを更に備えて
いるコネクタ。
【請求項４】
　請求項３記載のコネクタにおいて、
　カバーを更に備えており、
　前記ボディは、当該ボディを前記第１方向に直交する第２方向に貫通した接続孔を有し
ており、
　前記第１ストッパが前記カバーに連接され且つ前記第２方向の一方側に延びており、
　前記カバーは、前記接続孔の前記第２方向の他方側を閉塞しているコネクタ。
【請求項５】
　請求項３記載のコネクタにおいて、
　カバーを更に備えており、
　前記第１ストッパは前記カバーに連接され且つ前記第１方向に直交する第２方向の一方
側に延びており、
　前記ボディは、接続孔と、
　　前記接続孔の前記第２方向の他方側に設けられ且つ当該接続孔に連通する第１嵌合孔
とを有しており、
　前記カバーは、前記第１嵌合孔に嵌合し且つ前記接続孔の前記第２方向の他方側を閉塞
しているコネクタ。
【請求項６】
　請求項４～５の何れかに記載のコネクタにおいて、
　前記第１コンタクトは、固着部を更に有しており、
　　前記固着部には、孔が設けられており、
　　前記接点部は前記固着部の前記孔の縁に連接されおり且つ前記第２コンタクト側に弾
性変形し、当該孔に挿入され、前記第１ストッパに当接可能であるコネクタ。
【請求項７】
　請求項５記載のコネクタにおいて、
　シール部を更に備えており、
　前記ボディは、前記第１嵌合孔の前記第２方向の他方側に設けられ且つ当該第１嵌合孔
に連通する第２嵌合孔を更に有しており、
　前記シール部は、前記第２嵌合孔に充填され且つ前記カバーを覆う樹脂であるコネクタ
。
【請求項８】
　請求項７記載のコネクタにおいて、
　前記カバーは、前記第２方向の他方側に凸の突起を有しており、
　前記突起が前記シール部に埋め込まれているコネクタ。
【請求項９】
　請求項４～８の何れかに記載のコネクタにおいて、
　第３、第４、第５及び第６コンタクトと、
　絶縁性を有する第２ストッパとを更に備えており、
　前記第２、第３、第４、第５及び第６コンタクトは、接点部を有しており、
　前記ボディ内の前記接続孔の前記第１方向の一方側に前記第４、第５及び第６コンタク
トが前記第１方向に間隔をあけて配置され、当該第４、第５及び第６コンタクトの接点部
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が前記接続孔内に前記第２方向に間隔をあけて配置されており、
　前記ボディ内の前記接続孔の前記第１方向の他方側に前記第１、第２及び第３コンタク
トが前記第１方向に間隔をあけて配置され、当該第１、第２及び第３コンタクトの接点部
が前記接続孔内に前記第２方向に間隔をあけて配置されおり、
　前記第４コンタクトの前記接点部は、前記第５コンタクト側に弾性変形可能であり、
　前記第２ストッパは、前記第４、第５コンタクト間に介在しており且つ当該第４コンタ
クトの前記接点部の弾性変形方向側に当該接点部に当接可能に配置されているコネクタ。
【請求項１０】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
　ボディであって、当該ボディを前記第１方向に直交する第２方向に貫通した接続孔を有
するボディを更に備えており、
　前記第１コンタクトは、固着部と、前記接点部と、テール部とを有しており、
　前記第２コンタクトは、固着部と、接点部と、テール部とを有しており、
　前記第１及び第２コンタクトは、前記ボディの前記接続孔より前記第１方向の他方側の
部分に前記第１方向に間隔をあけて保持されており、当該第１及び第２コンタクトの接点
部が前記接続孔内に前記第２方向に間隔をあけて配置されており、
　前記第１ストッパは、前記ボディと別体であって、前記第１、第２コンタクト間に押し
込まれ且つ当該第１、第２コンタクトの固着部に接触した基部と、
　　前記基部に連接されており且つ前記接点部の弾性変形方向側に当該接点部に当接可能
に配置された当接部とを有しており、
　　前記当接部の前記第１方向の寸法と前記基部の前記第１方向の寸法とが相違している
コネクタ。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れかに記載のコネクタを備えた電子機器。
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